
１．はじめに

今回の工事は、農業用貯水池を整備する目的で
施工する工事である。
工事概要
�１ 工 事 名：伊平屋北部１期地区貯水池工事

（３工区）
�２ 発 注 者：沖縄県知事 仲井眞 弘多
�３ 工事場所：伊平屋村伊平屋北部１期地区
�４ 工 期：平成２３年３月１７日～

平成２４年１月１０日

２．現場における問題点

当該現場は、沖縄県の最北端で、東シナ海洋上
に浮かぶ離島にあり、那覇市から北に１１７km、フ
ェリー発着の沖縄本島今帰仁村運天港より４１km
（所要時間９０分）の距離にある。（図―１参照）
人口は約１，４００人で大きな病院がなく、診療所
が１つあるだけの離島であり、ケガや病気が発生
した場合、すぐに対応できないという問題点があ
った。
気温の高い夏期（６月～９月）には熱中症が集
中して発生しやすく、特に当現場のように、野外
作業が多い建設業では、熱中症による死亡災害が
全産業の半数以上を占めている状況である。

図―１ 伊平屋島位置図

また、昨年度工事で熱中症が発生したことを発
注者から知らされ、今年は絶対に熱中症の発生を
防ぐよう要望されていた。

３．対応策・工夫・改善点

そこで現場では、熱中症発生防止対策として下
記のような工夫・改善を行った。
�１ 熱中症防止のための教育訓練の実施
熱中症発生を防止するためには、その知識と発
生原因、予防方法を理解しなければならない。
当現場では、新規入場時、朝礼、毎日の安全工
程会議、毎月の安全教育訓練時等で、職員や作業
員に対して、リーフレットやビデオ等で注意を喚
起した。
具体的には、めまい、失神やたちくらみ、大量
の発汗、筋肉痛、筋肉の硬直の症状が現れた場合
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は、熱中症を発症した可能性があることを作業員
全員に教えた。
また、予防対策としては、けっして無理をしな
い、無理をさせないことと、水分補給を充分おこ
なうことを重点的に指導した。
�２ 作業環境の改善
①テントやブルーシートにより、日除けを行い、
通風をよくするために、大型扇風機や送風器を使
用した。また、直射日光を避けるために、朝礼広
場において遮光ネットを設置した。（図―２，３）

図―２ テントの設置 図―３ 遮光ネットの設置

②６月から９月にかけて継続的に飴や梅干等を
支給した。（図―４）
③朝礼広場において、早めに到着した作業員の
ために、椅子を設置した。（図―５）

図―４ 飴摂取状況 図―５ 朝礼前状況

④元請職員と協力会社作業員、協力会社作業員
同士のコミユニケーションを深めるために慰労会
（バーベーキュー）を７月と１０月の２回地元公民
館で開催した。（図―６）
⑤体調管理のために、血圧計を現場事務所に常
備して、新規入場時や、体調の良くない日に血圧
測定をおこなった。（図―７）

図―６ 慰労会の開催 図―７ 血圧測定状況

�３給水管理表による強制的な水分補給
熱中症発生を防ぐ最善の対策は、水分補給であ
るため、給水管理表を活用して強制的に水分補給
を行った。
具体的には、水分の補給を３０分に１回以上確実
におこなっているかを、各班長に確認させて、図
―８に示してある給水管理表（チェックシ－ト）
を作成してチェックマークを記入させた。

図―８ 給水管理表（チェックシート）

４．おわりに

以上のような熱中症発生防止対策を講じた結果、
当現場では熱中症の発症がなかった。
熱中症発生防止対策は、個々の現場環境に応じ
て行う必要があるが、共通して言えることは、熱
中症の症状を理解し、予防対策を毎日確実に実施
することである。
また、工程管理を厳格に行い、長時間労働や、
休日出勤を避けて、作業員に充分な休養を与える
ことも重要である。
地球温暖化の影響で、来年度以降の夏も熱中症
が発生するリスクが高くなると予想されるので、
新たな予防策を考え実施し、熱中症の発生をなく
していきたい。
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